
11
月

15
日
、
神
奈

川
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

主
催
の
県
Ｐ
大
会
が
、

秦
野
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
「
変
え
る
」

こ
と
と
「
変
わ
る
」

こ
と
～
持
続
的
な
活

動
を
目
指
し
て
～
で

し
た
。
地
元
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、

丹
沢
は
だ
の
三
兄
弟

も
県
内
各
地
か
ら
の

来
場
者
約
７
０
０
名

を
出
迎
え
ま
し
た
。

県
内

31
校
の
団
体

表
彰
で
は
、
秦
野
市

か
ら
は
、
南
が
丘
小

学
校
と
東
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

実
践
発
表
で
は
、
大
和
市
Ｐ

連
か
ら
、
市
内

28
校
で
毎
年
行

わ
れ
る
、
親
睦
交
流
を
目
的
と

し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
活

気
あ
る
様
子
と
、
今
後
の
課
題

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
南
足
柄
市
立
岩
原
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
、
会
員
数

の
減
少
の
問
題
に
向
き
合
い
、

役
員
定
数
の
見
直
し
や
、
保
護

者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

活
動
を
支
え
て
い
る
事
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
躍
進

を
支
え
た
も
の
」
と
題
し
て
、

チ
ー
ム
が
歴
史
的
勝
利
を
つ
か

む
ま
で
の
過
程
が
、
た
く
さ
ん

の
映
像
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
約
一
時
間
半
に
及
ぶ
講

演
会
の
後
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
互
い
を
好

き
に
な
り
、
お
の
お
の
が
活
躍

で
き
る
場
を
作
る
、
と
い
う
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
秘
訣
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
や
家
庭
に
も
役
立
つ
内
容

で
し
た
。

次
回
の
県
Ｐ
大
会
は
鎌
倉
市

で
行
わ
れ
ま
す
。

第１１３号（１） はだのＰ連だより ２０１８年（平成３０年）３月１日

堀
川
小
、
南
小
、
南
が

丘
小
に
よ
る
実
践
発
表
で
は
、

各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
様
子

が
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

堀
川
小
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
模
擬

店
、
有
志
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
ダ
ン
ス
、
お
笑
い
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
毎
年
大
人

気
の
お
ば
け
屋
敷
は
本
格
的

で
し
た
。

南
小
で
は
、
今
年
度
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
オ

ル
ガ
ン
カ
バ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
。
ま
た
、
保
護
者
が
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
、
学
校

メ
ー
ル
配
信
の
活
用
を
し
、

毎
月
１
回
程
度
の
学
校
内
の

「
ち
ょ
い
ピ
カ
清
掃
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

南
が
丘
小
で
は
、
14
年
ぶ

り
に
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
「
竪
穴
式
住
居
」
の
修
復

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
教
職
員
・
自

治
会
や
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
営
さ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
学
校
も
、
い
ろ
い
ろ

な
形
で
特
色
あ
る
活
動
を
発

表
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
が
無

理
な
く
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
関
わ
る
学
校
も
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

発 行 秦野市ＰＴＡ連絡協議会

編 集 秦野市ＰＴＡ連絡協議会

情報委員会

事務局 秦野市立北中学校

秦野市横野１０１

ＴＥＬ ７５－１７１７

印 刷 (有)みうら印刷

今
年
度
、
第
４
回
目
（
全
４
回
）

の
「
い
じ
め
を
考
え
る
児
童
生
徒
委

員
会
」
が
平
成
29
年
10
月

29
日
に
堀

川
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
保
護
者
、
教
職
員
、
地
域
の

方
が
加
わ
り
、
活
発
な
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

い
じ
め
を
考
え
る
児
童
生
徒
委
員

会
は
、
「
は
だ
の
子
ど
も
人
権
宣
言
」

の
実
現
に
向
け
て
、
児
童
生
徒
が
運

動
推
進
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
い
じ
め

根
絶
運
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

家
庭
や
地
域
へ
啓
発
運
動
を
広
げ
、

秦
野
市
か
ら
い
じ
め
根
絶
を
目
指
し

ま
す
。

10
月

29
日

に
市
Ｐ
連
と
合
同

開
催
し
た
第
４
回

委
員
会
は
、
台
風

接
近
の
為
に
短
縮

し
て
行
い
ま
し
た

が
、
児
童･

生
徒

の
委
員
に
加
え
、
学
校
の
先
生
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
総
勢
１
５
０
名

が
出
席
し
、
「
い
じ
め
根
絶
に
向
け

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
で
き
る
事
」

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
前
向
き

な
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
誰
も
が
気

持
ち
良
く
過
ご
せ
る
学
校
や
地
域
の

風
土
作
り
、
多
様
な
社
会
で
共
に
生

き
る
為
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
心
の
醸
成
が
大
切
で
あ
る
と
い
っ

た
意
見
が
で
ま
し
た
。

．
い
じ
め
が
ど
う
い
う
も
の
か
、
ど

う
や
っ
て
発
展
し
て
い
く
の
か
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
委
員
長
は

み
ん
な
よ
り
少
し
仕
事
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
皆

さ
ん
の
反
応
や

意
見
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
、
こ

こ
で
学
ん
だ
こ

と
を
生
か
せ
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と
が

で
き
て
、
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
会
を
踏
ま
え
て
、
い
じ
め
が

他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
気
が
し
ま

し
た
。
一
人
一
人
が
自
分
自
身
で
気

に
か
け
る
べ
き
で
、
い
じ
め
に
気
付

い
て
い
た
け
ど
、
言
え
な
か
っ
た
人

の
責
任
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
周
り
に
気
を
配
っ
て
学
校
生

活
を
送
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

副
委
員
長
が
で
き
た
の
は
い
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
。

市Ｐ連会議 「いじめを考える児童生徒委員会」

お
し
ら
せ

広
報
紙
展
示
会

平
成
30
年
３
月
14
日
（
水
）
～
３
月
25

日
（
日
）

本
町
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

会を終えて笑顔の二人

第
９
回

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
主
催
の
第
９
回
市
Ｐ
大
会
が
、
平
成
30
年
１
月
27
日
に
秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
小
中
学
校
１
９
０
余
名
の
会
員
が
参
加
し
、
市
内
３
校
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
発
表
と
、
白
鴎
大

学
の
下
村
健
一
客
員
教
授
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ＰＴＡの歌を大合唱

参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

１
月
27
日

秦
野
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

平成29年度スローガン

教
育
委
員
会
専
任
主
幹
兼
指
導
主
事

□
□

□
□

実
行
委
員
会
委
員
長

□
□

□
□
（
鶴
巻
中
）

実
行
委
員
会
副
委
員
長

□
□

□
□
（
大
根
小
）

みんなと触れ合って

活躍する場を作る

秦
野
市
文
化
会
館

11
・
15

持
続
的
な
活
動
を
目
指
し
て

11
月
18
日
（
土
）
、
秦
野
市
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
８
回

親
子
川
柳
大
会
の
表
彰
式
が
、
市
役
所
教
育
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
小
中
学
生
の
親
子
か
ら
、
８
５
４
作
品
も
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
句
が
、
近
頃
の
親
子
の
会
話
ら

し
く
、
親
子
川
柳
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
親
子
川
柳
大
賞
（
市
長
賞
）
】

（
父
）
朝
早
く

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
る

「
行
っ
て
き
ま
す
」

（
子
）
留
守
の
家

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
る

「
た
だ
い
ま
」
と

（
渋
沢
中
３
年
）
□
□
□
□
（
父
）

□
□

【
特
別
賞
（
秦
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
賞
）
】

（
母
）
お
手
伝
い

や
る
や
る
詐
欺
の

む
す
め
か
な

（
子
）
そ
ん
な
こ
と

言
っ
た
覚
え
は

あ
り
ま
せ
ん

（
東
中
２
年
）
□
□
□
□

（
母
）

□
□

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
子
の
会
話
も
増
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

気
軽
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

第
８
回

親

子

川

柳

特
色
あ
る
活
動

《
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
す
》

《
い
じ
め
は

他
人
事
で
は
な
い
》

《
誰
も
が
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
風
土
作
り
》

「
変
え
る
」
こ
と
と
「
変
わ
る
」
こ
と

第59回

県Ｐ大会

小中学校を訪ねて行われている、メディアやネット、スマホで新しい情報をしっかり受け取る為

の４つのおまじないの言葉の授業を、中学生になったつもりで疑似体験しました。

そのおまじないは、①「まだわからないよね？」結論を即断しない。②「事実かな？ 意見・印

象かな？」情報を鵜呑みにしない。③「他の見え方もないかな？」ひとつの見方に偏らず別の角度

から見る。④「隠れているものはないかな？」スポットライトの中だけを見るのではなくて、情報

の外側にも目を向ける。

ＳＮＳ・ＬＩＮＥの普及で様々な情報が広がる時代、間違った事実、嘘の事実が子どもたちの思

い込みにならないよう、視野を広げ、他の考えを持つ事の大切さが分かる講演会でした。

４つのおまじない 下村健一氏による講演
しもむら　けんいち

「情報洪水から子どもたちを守る。（４つのギモン）」

基
調
講
演

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

２
０
１
９
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

廣
瀬
俊
朗
氏

～小さな輪から
大きな和へ～

和



現

在

小
学

校

で
は

５

・

６
年
生
に
お
い
て
、
「
外
国

語
活
動
」
の
授
業
を
週
に
１

時
間
行
っ
て
お
り
、
秦
野
市

で
は
約
半
分
を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
呼

ば
れ
る
外
国
出
身
の
指
導
助

手
が
授
業
を
担
当
し
、
残
り

の
半
分
を
担
任
の
先
生
方
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

来
年
度
よ
り
３
・
４
年
生
か

ら
外
国
語
活
動
の
授
業
も
始

ま
る
た
め
、
先
生
方
は
校
内

外
で
の
研
究
授
業
や
、
夏
休

み
等
を
利
用
し
た
研
修
に
励

ん
で
お
り
、
よ
り
よ
い
授
業

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で

す
。小

学
校
で
は
「
外
国
語
活

動
」
と
い
う
名
の
通
り
「
英

昨
年
度
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
研
究
委
託
校
」
と
し

て
上
小
学
校
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業

※

活
用
の
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、

40
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
先
行
導
入
し
ま
し
た
。

導
入
の
主
な
目
的
は
、
日

常
の
授
業
で
の
活
用
で
す
。

先
生
方
と
子
ど
も
た
ち
が
双

方
向
で
や
り
と
り
し
た
り
、

子
ど
も
同
士
が
意
見
を
交
わ

し
て
考
え
を
深
め
た
り
す
る

語
を
学
ぶ
」
と
い
う
よ
り
は

「
英
語
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
」
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
中
学
校
で
は
、
「
話
す

こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
「
読
む

こ
と
」
「
聞
く
こ
と
」
の
４

技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に

つ
け
る
こ
と
が
目
標
と
な
り

ま
す
。
今
後
５
・
６
年
生
の

「
外
国
語
活
動
」
が
「
外
国

語
」
と
い
う
教
科
に
な
る
予

定
で
す
が
、
現
在
中
学
１
年

生
で
学
ぶ
内
容
が
そ
の
ま
ま

５
・
６
年
生
の
学
習
内
容
と

な
る
の
で
は
な
く
、
中
学
校

で
の
学
習
の
基
礎
を
学
ぶ
こ

と
が
ね
ら
い
に
な
り
ま
す
。

学
習
を
進
め
る
上
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
特
徴
が
大
い
に
生
か
さ

れ
ま
す
。
今
後
も
、
学
習
効

果
を
高
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、

各
校
に
お
け
る
取
り
組
み
の

共
有
を
図
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
子
ど
も
た
ち
の
確

か
な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成

28
年
度
、
秦
野
市
に

お
け
る
不
登
校
の
児
童
生
徒

数
の
割
合
は
、
小
学
校
が
０
・

39
％
、
中
学
校
が
３
・
５

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
経

年
変
化
で
見
て
も
、
全
国
並

び
に
秦
野
市
の
不
登
校
児
童

生
徒
の
割
合
は
増
加
し
て
お

り
、
大
き
な
課
題
と
捉
え
て

お
り
ま
す
。
平
成

23
年
度

か
ら
全
市
で
展
開
し
て
い
る

幼
小
中
一
貫
教
育
を
柱
に
、

不
登
校
の
未
然
防
止
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
特
に
中

学
校
で
の
不
登
校
対
策
と
し

て
、
小
学
校
６
年
生
が
中
学

校
見
学
や
体
験
授
業
、
部
活

動
交
流
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
交
流
会
な

ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
悩
み
や
い
じ
め
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

と
の
教
育
相
談
を
定
期
的
に

行
う
な
ど
、
不
登
校
の
未
然

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
欠
席
が
続
い
た
場
合

に
は
家
庭
訪
問
な
ど
個
に
応

じ
た
支
援
を
基
本
と
し
、
家

庭
と
協
力
し
な
が
ら
相
談
室

な
ど
の
別
室
登
校
や
放
課
後

登
校
等
の
対
応
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
へ

の
登
校
が
難
し
い
場
合
に
は
、

教
育
支
援
教
室
い
ず
み
へ
の

通
所
や
、
個
別
に
家
庭
訪
問

し
て
支
援
を
行
う
自
立
支
援

教
室
等
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
校
復
帰
を
目

指
す
な
ど
、
生
徒
に
あ
っ
た

支
援
を
、
学
校
及
び
教
育
委

員
会
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

第１１３号（２） はだのＰ連だより ２０１８年（平成３０年）３月１日

だ よ

で
き
あ
が
り
を
夢
見

て
、
編
集
会
議
を
乗

り
越
え
、
7
人
の
気

持
ち
を
1
つ
に
し
て

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

き
め
細
や
か
な
ご
指

導
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
う
や
く
こ
の

第
113

号
が
で
き
上
が

り
ま
し
た
。
何
十
年

か
ぶ
り
に
、
産
み
の

苦
し
み
を
味
わ
っ
た

気
が
し
ま
す
。
今
で

は
、
こ
の
Ｐ
連
だ
よ

り
が
愛
お
し
い
で
す
。

貴
重
な
体
験
が
で
き

た
こ
と
、
こ
れ
か
ら

も
、
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ま
せ
ん
。

秦
野
市
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
「
は
だ
の
わ
く

わ
く
教
育
プ
ラ
ン
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
秦
野
市
の

教
育
に
関
す
る
将
来
に
向
け
て
の
展
望
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
多
く
が
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
3
点
に
絞
っ
て
、

平
成
29
年
12
月
、
教
育
委
員
会
教
育
指
導
課
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

【
編
集
委
員
】
□
□
□
□
（
本
町
中
）
□
□
□
□
（
南
小
）
□
□
□
□
（
西
小
）
□
□
□
□
（
北
小
）
□
□
□
□
（
渋
沢
小
）
□
□
□
□
（
南
が
丘
中
）
□
□
□
□
（
渋
沢
中
）

Ｑ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ど
う
活
用
し
て
い
る
の

情報委員
ＮＯ.１４

り

東小
先生方や他学年

保護者の方との関わり

も増えて、楽しい活動

ができると思います。

西小
既存の行事に

とらわれず、

楽しんで活動を

行って下さい。

南小
志を共にする仲間と

の活動は大きな経験と

なります。次もその先

も南っ子ファーストで！

上小
忙しい時もあります。

みんなで協力すること

で楽しく乗り切れます。

頑張ってください。

大根小
皆さんが力を合わせ

て頑張ってください。

一年間は長いようで

短いです。時間を有効

に使ってください。

本町小
無理なものは無理と言っ

て良いと思います。

頑張りすぎないで楽し

んでください。

渋沢小
負担のないよう、

楽しく仲良く行って

いただきたいです。

末広小
PTA活動を通して

さまざまな体験ができ

充実した1年になりまし

た。皆さんも実りの多

い1年となりますように。

広畑小
本部役員！

楽しんでください！

南が丘小
子どもの楽しい学校

生活のために、まず親

が学校を知り、PTA活動

を楽しみましょう！

堀川小
その年度に合った

やり方で、楽しく

無理せず頑張って

ください。

南が丘中
PTAは「出来る人」が

「出来る時」に

「出来る事から」

For the 南が丘

頑張って！

南中
本部役員だからといって肩肘張らず、気軽な

心で無理なくPTA活動の運営を進めることが

大事だと思う。

北中
皆さんで力を合わせ

て、楽しくPTA活動を

していただきたいと

思います。

渋沢中
悩みや苦労は仲間同士

の結束で乗り越えられ

るよ！ だって子ども

の笑顔が見られる

からね☆

鶴巻中
無理なく、誰でも

参加しやすいPTA活動に

していただけると

嬉しいです。

西中
大変なことも多くあ

りますが、仲良く楽し

んで活動してください。

東中
本部のお仕事は思って

いたより簡単でした！

楽しんで活動して

鶴巻小
始まる前は不安が多い

と思いますが、助け合

いながら楽しめると

良いと思います。

本町中
PTA活動での様々な

経験・出会いは、人生

の中で価値ある出来事

になると思います。

大根中
活動を通して、保護者

も生徒も先生も、

良い思い出を積み

重ねていきましょう。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
略

北小学校収穫祭・バザー視察

「この焼き芋温かいね」「ぼくも杵で餅つきする」「唐揚げ美味し

いよ」快晴の空の下、校庭に響く子どもたちの笑い声、中学吹奏楽の音

色。香ばしい匂いに誘われ私も衝動買い（笑）。北地区の沢山の笑顔と

元気、やさしさを感じた幸せな日でした。

渋沢中ＰＴＡ会長 □□□□

会長さんぽ その③
小
学
校
の
給
食
費

が
値
上
げ
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
行
の
月
額
４
０
０

０
円
か
ら
、
平
成
30

年
４
月
よ
り
４
３
０

０
円
と
な
り
、
値
上

げ
は
9
年
ぶ
り
。

「
食
品
・
食
材
の
価

格
上
昇
が
背
景
に
あ

り
ま
す
。
魚
の
値
段

は
特
に
上
が
っ
て
お

り
、
食
材
を
肉
な
ど

に
変
更
し
た
り
、
デ

ザ
ー
ト
の
回
数
を
減

ら
す
な
ど
努
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
に
い
ろ
い
ろ

な
食
材
を
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
。
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
安
心
・

安
全
に
配
慮
し
た
給

食
維
持
の
た
め
、
ご

理
解
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。
」

（
学
校
給
食
会
長

□
□
□
□
南
小
学
校
長

談
）

平成29年度市P連活動報告
4月 市P連決算・予算総会

5月 広報技術講習会

6月 会長・情報委員合同会

市P連会員研修会

7月 はだのP連だより第111号発行

9月 広報クリニック

10月 第18回市P連会議

11月 はだのP連だより第112号発行

第59回県P大会（秦野）

12月 市P研修会

1月 第9回市P大会

2月 会長・情報委員合同会

3月 はだのP連だより第113号発行

広報紙展示会・コンクール

編
集
後
記

教
育
委
員
会
に
聞
い
て
み
ま
し
た

学校名
来年度の

役員に一言

Ａ
、
学
習
効
果
を
高
め
る
ツ
ー
ル

今回、関心のある3点に絞りましたが「はだのわくわく教育プラン」の

中には、老朽化に対応した改修事業や、西中学校の体育館を複合施設にす

るプランなども掲載されています。

ご興味のある方は是非、秦野市教育委員会のホーム

ページをご覧ください。

「 はだのわくわく教育プラン（平成28～32年度）」

http://www.city.hadano.kanagawa.jp/www/contents/1001000001594/index.html

Ｑ
、
小
学
校
の
英
語
教
育
は
ど
う
変
わ
る
の

Ａ
、
３
・
４
年
生
か
ら
始
ま
る

Ｑ
、
不
登
校
の
未
然
防
止
の
取
り
組
み
は

Ａ
、
個
に
応
じ
た
支
援

その他

・PTA活動を身近な存在に感じられた

・信頼関係が築けたのは大きな財産だと思う

・子どもに親が頑張っている姿を見せられた

・他校の情報を得ることができた

・素の先生や子どもの姿を知ることができた

役員を経験して

よかったことは？

29年度各校PTA本部役員に聞きました

北小
できる人ができる時に

無理なく 楽しく

トゥギャザー

してください。


